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４月１日

近畿６県97人の門推集う□１
阿弥陀さまと私□２
新・祖蹟点描□３
青色青光□４
連区門推実践運動研修会□６
組活動推進事業報告会□８
僧侶・寺族研修会□９
響流十方□10
つれもて聴こら□12
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開
会
式
で
は
、
中
岡
順
忍
教

務
所
長
と
谷
口
庄
亮
さ
ん
（
和

歌
山
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協

議
会
会
長
）
が
あ
い
さ
つ
。

　

中
岡
教
務
所

長
は
、
「
門
徒

推
進
員
と
し
て

の
活
動
を
確
認
し
合
い
、
喜
び

や
悩
み
や
問
題
点
を
共
有
し
て

い
た
だ
く
大
切
な
研
修
会
で
す
。

２
日
間
有
意
義
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
精
い
っ
ぱ
い
の
お
も
て
な

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
。

　

谷
口
会
長
は
、
「
蓮
如
さ
ん

の
縁
深
い
鷺
森
別
院
に
よ
う
こ

そ
お
い
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
念
仏
者
と

し
て
、
自
分
た
ち
は
ど
う
生
か

さ
れ
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
２
日
間
で
皆
さ
ん
と

語
り
合
い
な
が
ら
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
、
研
修
会
の

意
図
を
説
明
し
た
。

　

【
門
徒
推
進
員
】
一
般
社
会

や
日
常
生
活
に
根
差
し
た
門
徒

の
立
場
か
ら
、
宗
門
の
進
め
る

「
御
同
朋
の
社
会
を
目
指
す
運

動
」
（
実
践
運
動
）
を
推
進
す

る
方
。
組
の
門
徒
推
進
員
養
成

連
続
研
修
会
（
連
研
、
全
12

回
）
を
修
了
し
た
上
で
、
西
本

願
寺
で
門
徒
推
進
員
中
央
教
修

（
３
泊
４
日
）
を
受
講
。
所
属

教
区
の
教
務
所
長
が
委
嘱
し
、

門
徒
推
進
員
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
。

　

和
歌
山
教
区
の
門
徒
推
進
員

は
、
現
在
47
人
。

鷺
森
別
院
で
２
日
間
の
研
修

鷺
森
別
院
で
２
日
間
の
研
修

谷口庄亮会長

講
師
の
問
題
提
起
で
普
段
の
活
動
を
振
り
返
る
参
加
者
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第
３
連
区
門
徒
推
進
員
実
践
運
動
研
修

会
が
２
月
24
、
25
日
の
２
日
間
、
「
御
同

朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」
〜
ご
親
教
「
念

仏
者
の
生
き
方
」
に
学
ぶ
〜
を
テ
ー
マ
に
、

鷺
森
別
院
で
開
催
さ
れ
た
。

　

近
畿
６
教
区
（
滋
賀
・
京
都
・
奈
良
・

大
阪
・
和
歌
山
・
兵
庫
）
か
ら
97
人
の
門

徒
推
進
員
が
集
ま
り
、
宗
門
の
実
践
運
動

の
目
的
を
改
め
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
普
段

の
活
動
内
容
な
ど
を
伝
え
合
っ
た
。
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すっかり名物 孫市まつりすっかり名物 孫市まつりすっかり名物 孫市まつり
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り
ょ
う

　３月25日、第14回孫市まつりが鷺森別院とそ

の周辺を会場に、盛大に開催された。

　すっかり名物となった催しは、参加者が戦国

武将などに扮した武者行列でスタート。行列は、

和歌山城を午前10時30分に出発し、和歌山市駅

を経て、11時45分に鷺森別院に到着。本堂の前

に並び、大きな勝ちどきの声を上げた。
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